
(第40表) 経営規模別農家構成
昭 和 25 、35

戸数 構成 戸数 構成

5 ha以上
7 0.8 1

1〃 29 . 1 9

1.5 25 7.0 30 8.4
52 14.6 84 23.4

0.5 〃 115 32.2 135 37.6
0.3ha以上 64 17.9 48 13.4
0.3ha未満 69 19.3 50 13.9

357 100 359100

- 956

第
四
章

昭
和
戦
後
期
の
産
業
と
経
済

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
敗
戦
に
よ
っ
て
長
か
っ
た
戦
争
が
終
わ
り
、

矢
継
ぎ
早
な
改
革
が
実
施
さ
れ
た
が
、

農
村
社
会
を
大
き
く

変
え
た
の
は
従
来
の
地
主
制
を
廃
止
し
た
農
地
改
革
で
あ
り
、

鳴
沢
村
で
も
敗
戦
時
に
は
四
名
の
地
主
が
い
た
が
、
農
地
改
革
に
よ
っ
て

農
地
二
十
九
町
九
反
、

牧
野
二
百
九
十
六
町
、

宅
地
千
七
百
二
十
坪
が
解
放
さ
れ
た
。
そ
の
結

果、
戦
前
の
自
作
農 食
創
設
維
丼 持
政
策
が
目

指
し
た
自
作
農
経
営
の
確
立
が
行
わ
れ
、
農
民
の
生
産
意
欲
は
向
上
し
農
村
に
は
活
気
が
み
な
ぎ
っ
た
。
し
か
し
、
第
4 0
表
に
よ
っ
て
昭

0

4
和
二
十
五
年
当
時
の
経
営
規
模
別
構
成
を
み
る
と
、
全
農
家
数
の
七
割
は
一
ヘ
ク

.
.

1
1

タ
ー
ル
未
満
層
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
、
一
～
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
が
若
干
増
加
し
た
も

4
7

0
$
5

の
の
、

基
本
的
に
零
細
経
営
規
模
と
い
う
日
本
農
業
の
持
つ
弱
点
は
依
然
と
し
て
克

0
0

2
0 0

服
さ
れ
な
か
っ
た
。

1

資
料
的
な
制
約
に
よ
っ
て
、
敗
戦
直
後
の
混
乱
期
や
、
深
刻
な
食
糧
不
足
に
悩
ま

3
c

さ
れ

った
時
期
の
鳴
沢
村
の
農
業
の
状
況
を
明
ら
か
に
出
来
な
い
が
、
世
の
中
が
多
少

落
ち
着
き
を
と
り
も
ど
し
た
昭
和
二
十
五
年
の
主
要
農
産
物
の
作
付
面
積
及
び
収
量

計
を

示
し
た
第
4 1
表
か
ら
も
、

混
乱
期
の
特
徴
を
窺
う
こ
と
がカ
出
来
る
。

即
ち
、

生
産

3 0
2

1
価
額
が
不
明
で
あ
る
か
ら
断
定
は
で
き
な
い
が
、
作
付
面
積
を
指
標
と
す
る
と
、
当



第四章 昭和戦後期の産業と経済

(第41表)
主要農産物の 作付及収量 (昭和25年)

収 穫 量 作付面積

麦 石 180.4 35.4町
麦 128.5 42.6

じゃがいも 貫 30,656 47.9
さつまいも 738 0.6
そ ば 石 47.6 11.9
大 豆 197.4 42.3
う こと
し、
も
未
ろ
成熟 3,000 3.0

乾 燥 石 281.5 36.7
あ 31.5 8.0
小 豆 3.8 1.0
き び 1.0 0.5
大 根 貫 31,440 13.1
白 280 0.3
漬 菜 6,000 4.0
ね ぎ 392 0.5

-̶957̶

時
の
鳴
沢
村
の
延
作
付
面
積
二
百
四
十
七
・
八
町
歩
の
一
割
を

0
0

0

超
え
る
作
付
面
積
を
も
っ
て
い
た
農
作
物
は
、
四
十
七
町
九
反

4
の
じ
ゃ
が
い
も
を
筆
頭
に
小
麦
、
大
豆
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
大

麦
の
五
作
物
で
あ
り
、
こ
れ
ら
作
物
の
作
付
面
積
合
計
は
鳴
沢

0
0

6

村
全
体
の
八
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
二
百
七
町
九
反
に

石
ヶ

貫
ク

貫
石

ヶ
ク

ワ
貫

ク
ク

ク
達
す
る
。
当
時
の
鳴
沢
村
の
農
業
は
、
人
々
が
食
糧
の
確
保
に

麦
麦

わ
豆
び
根
菜
菜
ぎ

全
力
を
挙
げ
て
い
た
社
会
状
況
を
反
映
し
て

麦
、
雑

穀
、

芋
類

な
ど
の
主
穀
を
中
心
と
し
て
い
た
。
因
み
に
同
年
の
鳴
沢
村
の

大
小

さ
そ
大
と

大
白
漬
ね

生
産
割
当
は
雑
穀
八
百
五
十
・
五
石
、

麦
類
四
百
十
九
・
三

石
、
じ
ゃ
が
い
も
九
一
、
一
五
七
貫
で
あ
る
が
、
収
穫
高
は
い
ず
れ
も
下
回
っ
た
。
空
襲
な
ど
を
受
け
た
都
市
に
比
し
て
比
較
的
戦
争
の

被
害
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
鳴
沢
村
に
お
い
て
も
戦
争
の
痛
手
か
ら
は
容
易
に
脱
却
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と

は
、

鳴
沢
村
の
産
業
経
済
を
支
え
て
い
る
有
力
な
柱
で
あ
っ
た
、
平
和
産
業
で
あ
る
養
蚕
業
の
推
移
に
明
瞭
に
見
て
と
る
こ

と
が
で
き
る
。

具
体
的
に
は
、

最
盛
期
の
昭
和
十
五
年
に
は
二
百
八
十
六
戸
の
養
蚕
農
家
が
年
間
八
〇
ト
ン
の

繭
の
生
産
量
を
誇
っ
た
養

蚕
業
も
昭
和
二
十
一
年
に
は
養
蚕
農
家
は
三

分
の
一
、

生
産
量
は
五
分
の
一
に
激
減
し
た
。
そ
の
後
回
復
傾
向
を
と
る
も
の
の
、

そ
の
テ

ン
ポ
は
著
し
く
停
滞
的
で
あ
る
。

第
四
章
ま
で
で
検
討
し
た
結
果
明ら

か
に
な
っ
た
よ
う
に
明
治
初
年
か
ら
昭
和
二
十
年
ま
で
の
八
十
年
間
に
鳴
沢
村
の
産
業
は
徐
々
に

で
は
あ
る
が
確
実
に
変
化
を
遂
げ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
足
取
り
は
き
わ
め
て
緩
慢
で
あ
っ
た
。
鳴
沢
村
の
産
業
経
済
は
一
貫
し
て
農
業
を

そ
の
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。



(第4図) 農家戸数の推移

総農家数

300-

兼業農家数

200

第2種兼業

第1種兼業
100

專業農家

(F)

・昭和
2530 3540455055060

958 -

し
か
し
、
戦
後
の
四
十
年
間
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
他
の
地
域
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
日
本
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

巨
大
な
変
化
を
ひ
き
お
こ
し
た
高
度
成
長
期
を
挟
み
大
き
く
変
貌
し
た
。

戦
争
の
期
間
を
挟
む
が
明
治
末
か
ら
昭
和
三
十
年
代
に
か
け
て
の
変
化
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
変
化
で
あ
っ
た
鳴
沢
村
の
産
業
経

済
は
、
基
本
的
に
は
農
業
を
産
業
基
盤
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
戦
後
四
十
年
間
に
大
き
く
変
質
し
て
い
っ
た
。
戦
後
の
鳴
沢
村
の
農
業

の
変
貌
を
象
徴
し
て
い
る
の
が
第
4
図
に
示
し
た
昭
和
二
十
五
年
以
降
の
五
年
目
ご
と
の
農
家
戸
数
の
推
移
で
あ
る
。

第
4
図
に
よ
れ

ば
、

昭
和
二

十
五
年
に
三

百
五
十
七
戸
を
数
え
た
農
家
は
昭
和
四
十
年
ま
で
は
微
増
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
に
三
百
四
十
九

戸
と
減
少
し
た
の
を
契
機
と
し

て
、

五
十
年
ま
で
の
五
年
間
に

六
十
二

戸
、

五
十
五
年
か
ら
六

十
年
ま
で
に
四
十
二

戸
、
都
合

十
五
年
間
で
百
十
戸

が
減
少

f

o

←
p

し
、

ピ
ー
ク
時
の
三
分
の
二
と

な
っ
た
。
こ
の
間
鳴
沢
村
の
総

55
2
0

�

#

世
帯
数
は
四
百
六
十
戸
か
ら
五

h
0

t

3
D
R

R
A

N
CK

2

割
増
の
七
百
七
戸
へ
増
加
し
て

P
O
N

H
A

い
る
。

従
っ
て
こ
の
十
五
年
間

)円(

に
鳴
沢
村
の
世
帯
全
体
に
占
め

る
農
家
の
比
率
は
七
五
・
九
パ
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(第42表)年齢別農業就業人口(昭和60年)
男 女

実数 |構成 実数 構成

70才以上 25 14.5 37 15.8
65 〃 25 14.5 31 13.2
60 19 11.0 32 13.7

50 51 29.5 54 23.1
40 〃 31 17.9 44 18.8
30 〃 15 8.7 26 11.1
20 〃 1.7 9 3.8

16才以上 2.3 0.4

計 173 100 234 100

と

‒‒959‒‒

ー
セ
ン
ト
か
ら
三
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
三

分
の
一
に
急
落
し
た
。

そ
の
変
化
は
非
農
家
の
増
大
だ
け
で
な
く
、

農
業
従
事
世
帯
内
部
で
も
生
じ
て
い
た
。

兼
業
農
家
の
増
加
が
こ
れ
で
あ
る
。
元
来
、
鳴

沢
村
は
耕
地
な
ど
自
然
的
条
件
か
ら
兼
業
農
家
の
多
い
村
で
あ
っ
た
。
第
4
図
の
昭
和
三
十
五
年
の
数
値
は
疑
問
で
あ
る

が
、

兼
業
農
家

率
は
昭
和
二
十
五
年
段
階
の
六
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
昭
和
四
十
年
段
階
八
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
へ
の
急
上
昇
を
み
せ
て
い
る
。
こ
の

間
、

自
家
農
業
が
兼
業
よ
り
主
な
第
一
種
兼
業
農
家
は
百
九
十
八
戸
か
ら
百
二
十
五
戸
へ
一
貫
し
て
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
自
家

農
業
よ
り
兼
業
を
主
と
す
る
第
二

種
兼
業
農
家
が
二
十
九
戸
か
ら
百
八
十
五
戸
へ
急
増
す
る
な
ど
兼
業
農
家
の
内
部
に
お
け
る
変
化
も
同

時
に
進
行
し
て
い
る
。
そ
し
て
見
逃
せ
な
い
の
が
、
農
家
戸
数
の
減
少
期
に
入
っ
た
昭
和
四
十
五
年
以
降
の
専
業
農
家
と
兼
業
農
家
の
動
き

で
あ
る
。
即
ち
、
農
家
戸
数
の
減
少
の
テ
ン
ポ
と
符
合
す
る
か
た
ち
で
昭
和
五
十
五
年
ま
で
第
一
種
第
二
種
と
も
兼
業
農
家
は
減
少
し
続

け
た
が
、
逆
に
専
業
農
家
は
五
十
戸
か
ら
七
十
三
戸
へ
と
僅
か
で
は
あ
る
が
増
加
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
の
農
家
数
の
減
少

8
2
7 1

8
1

8
4

は
兼
業
農
家
の
離
農
と
い
う
形
態
で
進
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
昭
和
五
十

3
3

女
五
年
か
ら
六
十
年
ま
で
の
五
年
間
の
変
化
は
、

様
相
を
変
え
、
専
業
農
家
の
減
少
が

6
9

1
3 0

5
5

2
み
ら
れ
る
一
方
で
、
兼
業
農
家
数
は
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
五
年
間
の

X X
1
5
0

1
5
0

5
3

変
化
は
専
業
農
家
が
兼
業
化
し
て
い
く
側
面
も
あ
る
が
、
よ
り
直
接
的
に
脱
農
家
現

4
2

男
象
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

前
述
し
た
昭
和
六
十
年
の
鳴
沢
村
の
農
家

5
0
0
4

1
0

1
率
が
三
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
就
業
構
造
か
ら
み
る

と
、
鳴
沢
村
の
「
非
農
村
化
」
は
想
像
以
上
に
進
ん
で
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
第

4
表
で
昭
和
六
十
年
の
年
齢
別
農
業
就
業
人
口
を
検
討
す

5
4

る
と
、
農
業
就
業
人
口
に
占
め
る
女
子
の
比
率
は
五
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
て



(第43表) 農業粗生産額の推移 (単位:100万円)
昭和35年 /〃 40 ハ〃 45 1150 # 55 /60

生額産|構成|生裝産王|構成 額生産 構成 生
額
産 構成 生額

産 構成 生
額
産|構成

耕 種
麦類 1 0.9
雑穀・豆類 2237.3 10.9 0.4 0.2 1 0.2
いも類 11 9.9 21 8.1 14 2.7 18] 3.2 11 2.0
野菜 1016.9 4439.6 17466.9 24948.5 313|55.5 31957.5
花き 46.8 54.5 1 8.1 19 3.7 20|3.5 1 2.7
工芸農作物 8.1 2.7 7 1.4 8 1.4
種苗・その他 1.5 13 2.5 5 0.9 1 0.2

小 計 3661.0 7264.9 22887.7130258.9 36564.7 34762.5

養蚕 1423.7 6 5.4

畜産
肉用牛 0.2 1 0.2
乳用牛 21 8.1 5410.5 6511.5 6511.7
豚 11 2.1 2.8
鶏 11 4.2 145 28.3 11520.4 142 25.6)

小 計 915.33329.7 32)12.3 21141.1 19935.3 20837.5

農業粗生産額 59:100 |111|100 260/100 513100 564100 555100

‒‒960‒‒

女
子
労
働
が
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。
更
に
、

労

5
働
力
人
口
の
四
割
が
六
十
歳
以
上
の
老
人
で

あ
1

り
、
七
十
歳
以
上
者
も
一
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
存

在
す
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
極
言
す
る
と
鳴
沢
村

|
1

8
5

1
61

の
農
業
は
、

主
と
し
て
女
子
労
働
と
老
人
に
よ
っ

て
担
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
過
言
で
な
い
。

次
に
農
家
戸
数
の
推
移
の
検
討
か
ら
抽
出
し
た

鳴
沢
村
の
農
業
の

動
き
を
農
業
粗
生
産
額
の
推
移

か
ら
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

1 |
2 1

7
4

第
4 3
表
は
昭
和
三
十
五
年
か
ら

同
六
十
年
ま
で

生
額

の
主
要
農
産
物
の
粗
生
産
額
と
そ
の

構
成
を

示

9
6

し
、
そ
れ
を
大
き
く
耕
種
、
養
蚕
、
畜
産
に
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。

同
表
に
よ
れ
ば
昭
和
三

十
五
年
段
階
の
鳴
沢
村

H
I
I
K

の
農
業
粗
生
産
額
は
五
千
九
百
万
円
で
あ
り
、
そ

T
h
e

の
構
成
は
麦
、
雑
穀
、

豆、
い
も
類
が
三
分
の
一

を
占
め
、

次
い
で
養
蚕
が
四
分
の
一
を
占
め
基
本

鶏
- -

的
に
い
っ
て
畑
作
養
蚕
型
と
性
格
付
け
ら
れ
る
よ

---



第四章 昭和戦後期の産業と経済

(第44表) 養蚕業の 推移
養 蚕
戸数 掃立数 繭収量 桑 園

昭和25 225戸 6,005g 21.9t 148.7ha
〃 30 269 1,080箱 27.8ク
〃 35 230 944/ 26.1 111 11
v40 101 268/1 9.0 38
〃 45

‒961--

う
な

農
業
構
造
を
有
し
、
戦
前
の
農
業
構
造
と
は
大
差
な
か
っ
た
。
た
だ
第4 3

6
表
に
は
掲
示
さ
れ
て
い
な

1
い
が
、

鳴
沢
村
で
は
昭
和
二
十
七
年
に
四
町
二

反
余
の
陸
稲
が
作
付
け
ら
れ
五
千
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
収
穫

が
あ
っ
た
の
を
初
出
と
し
て
、
三
十
年
以
降
は
作
付
面
積
は
一
町
五
反
程
度
に
減
少
す
る
が
、
昭
和
四
十

0

年
ま
で
陸
稲
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
第
四
三
表
に
戻
っ
て
、
そ
の
後
の
変
化
を
追
う
と
、
昭
和
四
十
年
に
な
る
と
、

全
体
の
三
分
の
二

を
耕
種
が
占
め
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
が
、

畜
産
の
粗
生
産
額
は
三
・
七
倍
に
も
増
加
し
、

農

産
額
全
体
に
対
す
る
割
合
も
倍
の
二
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
昇
し
た
一
方
で
、

養
蚕
の
粗
生
産
額
は
半

養
戸

2 3

減
し
、

そ
の
比
重
も
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
低
下
し
て
し
ま
っ
た
。
戦
後
の
鳴
沢
村
に
お
け
る
養
蚕
業
の

0
5
0
5

3
3
4
4

推
移
を
示
し
た
第
4
表
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
十
五
年
段
階
の
養
蚕
農
家
数
は
二
百
二
十
五
戸
で
あ
っ
た

が
、

そ
の
後
漸
増
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
五
年
に
至
り
養
蚕
農
家
数
は
昭
和
二
十
五
年
の
水
準

に
戻
っ
た
が
、
養
蚕
技
術
の
改
良
な
ど
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
収
繭
量
は
昭
和
二
十
五
年
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
さ
え
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
後
一
転
し
て
鳴
沢
村
に
お
け
る
養
蚕
業
は
衰
退
の
一
途
を
辿
り
、

昭
和
四
十
年
に
は
養
蚕
農
家
数
は
半
減
、

繭
収
量
は
三
分
の

一
と
な
り
、
翌
四
十
一
年
に
は
更
に
六
十
四
戸
に
減
少
し
百
戸
を
割
り
込
み
、

収
繭
量
も
三
・
九
ト
ン
に
な
っ
た
。
そ
の
後
は
坂
を
転
が

る
よ
う
に
、
四
十
二
年
に
四
十
七
戸
、
四
十
三
年
に
三
十
九
戸
と
毎
年
減
少
し
、
つ
い
に
昭
和
四
十
四
年
に
は
、
養
蚕
農
家
は
一

戸、
収

繭
量
は
た
っ
た
の
三
十
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
ま
で
大
き
く
落
ち
込
み
、
翌
昭
和
四
十
五
年
に
は
統
計
か
ら
そ
の
姿
を
完
全
に
消
し
て
し
ま
っ

た
。
明
治
初
年
以

来、
鳴
沢
村
の
産
業
経
済
を
支
え
て
き
た
養
蚕
業
の
完
全
な
る
消
滅
は
鳴
沢
村
の
産
業
経
済
の
歴
史
に
と
っ
て
ひ
と
つ

の
大
き
な
転
換
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。
合
成
繊
維
の
発
明
に
よ
り
養
蚕
業
の
衰
退
は
決
定
的
で
あ
っ
た
。

養
蚕
業
の
退
場
に
取
っ
て
代
っ
た
の
が
、
昭
和
四
十
年
に
四
千
四
百
万
円
の
粗
生
産
額
を
上
げ
た
野
菜で

あ
り
、

五
年
後
の
昭
和
四
十



(第5図) 主要農産物の作付面積の推移

キャベツ

100-

50-

大根
とうもろこし
(未成熟)

(ha) 麦類 じゃがいも
大 豆

昭和
25 30 35 40 45 50 55 60

-962‒‒

五
年
に
は
鳴
沢
村
の
農
業
粗
生
産
額
の
三
分
の
二
を
占
め
る
に
至
り
、
畜
産
業
の
停
滞
と
も
相
ま
っ
て
、
耕
種が

農
産
額
の
八
七
・
八
バ

ー
セ
ン
ト
と
圧
倒
的
な
地
位
を
占
め
、
鳴
沢
村
の
農
業
は
そ
れ
ま
で
の
養
蚕
畑
作
型
か
ら
畑
作
型
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
。
こ
の
鳴
沢
村

の
農
業
構
造
の
変
化
を
担
っ
た
作
物
を
、

主
要
農
産
物
の
作
付
面
積
の
推
移
を
図
示
し
た
第
五
図
か
ら
探
っ
て
い
き
た
い
。

同
図
に
よ
れ

ば
、
す
で
に
述
べ
た
が
昭
和
二
十
五
年
段
階
の
鳴
沢
村
の
主
要
農
産
物
は
麦
類
、じ
ゃ
が
い
も
、
大
豆
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
こ
れ
ら
の
農
作

*
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(第45表) 耕作規模別構成

昭 和 45 〃 50 7 60

戸数 構成 戸数 構成 戸数 構成

5ha以上 0.3 0.7 2 0.9

1.1 2 0.7
2 2.0 5 1..6! 2.2
1.5 25 7.2 21 6.9 2.2

11 69 19.8|54 17.7 28 12.2
0.5 // 126 36.1117 38.4 76 33.0
0.3ha以上 59 18.9 58 19.0 60 26.1
0.3ha未満 58 16.6|46 15.1 54 23.5
計 349 100 305 100 230100

- 963-

0
0

2

1
物
は
作
付
面
積
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
三

十
五
年
段
階
ま
で
は
主
要

0
0

L
O

L
O

O
6

農
産
物
の
地
位
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
十
年
以
降
大
根
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
作

8
7

付
面
積
が
急
速
に
拡
大
し
、
そ
れ
と
連
動
す
る
か
た
ち
で
麦
類
、
大

豆
の
作
付
面
積

4
1

0
1
0

は
激
減
し
、

昭
和
四
十
年
に
は
大
根
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
作
付
面
積
は
全
作
付
面
積
の
六

2
2

1
0

割
に
達
し
た
。
そ
の
後
、
大
根
の
作
付
面
積
の
増
加
は
若
干
鈍
化
し
た
が
、
キ
ャ
ベ

1
6

ツ
の
そ
れ
は
急
増
し
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
首
位
に
立
ち
、
四
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

7
o
s

0
0

と
圧
倒
的
な
比
重
を
占
め
、
昭
和
四
十
五
年
以
降
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
を
除
く
す
べ
て
の
農

1
4
7
62

作
物
が
そ
の
作
付
面
積
を
減
少
さ
せ
て
い
る
結
果
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
作
付
の
比
重
は
一

層
上
昇
し
、

昭
和
五
十
年
に
は
五
三
・
三
、
五
十
五
年
に
は
五
七
・
八
、
六
十
年
は
、

キ
ャ
ベ
ツ
の
作
付
面
積
も
若
干
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
六
八
・
八
パ
ー
セ

2
3

1
ン
ト
に
達
し
た
。
即
ち
、

戦
後
の

鳴 烏
沢
村

、 は
、
昭
和
三
十
五
年
以
降
、

養
蚕
の
村
か

ら
キ
ャ
ベ
ツ
の
村
へ
そ
の
性
格
を
変
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
作
付
の
増
加
と
昭
和
四
十
五
年
以
降
の
農
家
数
の
減
少

と
い
う
動
向
を
第
4 56
表
に
よ
っ
て
耕
作
規
模
別
構
成
か
ら
も
見
て
お
き
た
い
。

同
表
と
前
掲
の
第
4 0
表
と
を
比
較
す
る
と
、

昭
和
四
十
五

年
に
は
経
営
面
積
が
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
農
家
も
出
現
し
た
が
、

基
本
的
に
は
〇
・
五
か
ら
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
が
団
塊
を
作
り

昭
和
三
十
五
年
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

農
家
数
が
減
少
す
る
に
従
っ
て
こ
の
階
層
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。
即
ち
、

構
成
比

か
ら
見
れ
ば
依
然
と
し
て
鳴
沢
村
の
最
も
厚
い
層
を
な
し
て
い
る
が
、

実
際
に
は
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
層
が
昭
和
五
十
年
の
二
十
一

戸
か
ら
五
年
間
で
五
戸
に
、
同
じ
く
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
層
が
五
十
四
戸
か
ら
二
十
八
戸
に
、
更
に
〇
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
が
百
十
七
戸

か
ら
七
十
六
戸
へ
と
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
階
層
が
経
営
面
積
を
拡
大
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
い
っ
て
み
れ
ば
昭
和
四
十
五



(4第6表) 農産物販売規模別構成

昭 和 40 年 昭 和 60 年
‒
‒
‒

鳴 沢 村|山梨県 鳴 沢 村 山 梨 県

戸 数 構成比 構成比| 戸 数 構成比 構成比

100万円以上 0.0 1,000万円以上 1.1
70 ).2 700 0.9 1.6
50 0.3 1.1 500 1.3 4.1
30 〃 2.3 9.0 300 24 10.5 11.2
20 〃 50 13.1 15.2 200 " 28 12.3 10.8

10 17 105 27.4 26.8 100 60 26.3 20.1
5万円以 上 73 19.1 17.8 50万円以上 39 17.1 16.1
5万円未満 105 27.4 29.8 50万円未満 72 31.6 35.3
販売 なし 16 販 売なし 11

計 339 100 計 239 100

構成比には販売なしを含まない

- 964-

年
以
降
の
農
村
の
変
動
は
、
鳴
沢
村
の
農
業
の
中
核
的
存
在
で

あ
っ
た
経

営
面
積
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
層
を
直
撃
し
、
そ
の
経
営
を
次
々
と
破
綻
さ

1
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
鳴
沢
村
の
農
業
の
変
化
は
そ
れ
だ
け

に
と
ど
ま
ら
な
い
。
畜
産
業
の
発
展
が
こ
れ
で
あ
る
。

第
4 3
表
に
よ
れ

2
3

2
1

ば
、

昭
和
四
十
年
に
全
農
業
粗
生
産
額
の
三
割
を
占
め
て
畜
産
業
は
、

昭
7
1

和
四
十
五
年
に
一
時
的
に
停
滞
し
た
が
五
十
年
以
降
は
ほ
ぼ
二
億
円
程
度

こ

の
粗
生
産
額
を
上
げ
、
野
菜
に
次
ぐ
比
重
を
占
め
、
生
産
額
か
ら
い
え

ば
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
村
鳴
沢
に
畜
産
と
い
う
新
た
な
性
格
を
与
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。

鳴
沢
村
の
畜
産
は
乳
牛
と
鶏
の
二
本
柱
、
特
に
鶏
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
六
十
年
度
の
場

合
、

乳
用
牛
の
飼
育
農
家
は
六
戸
、

採
卵
鶏
飼
育
農
家
は
一
戸
に

す
ぎ

ず
、
生
産
価
額
に
比
し
て
村
内
一
円
に
普
及
し
て
い
る
と
は
い

い
が
た

い
。
だ
が
、
そ
の
生
産
性
と
鳴
沢
村
の
お
か
れ
た
自
然
的
条
件
を
考
慮
す

1
9

る
な
ら
ば
も
っ
と
普
及
が
図
ら
れ
て
よ
い
部
門
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
鳴
沢
村
の
農
業
も
農
産
物
販
売
規
模
別
構
成
を
第
四
六
表
に
よ
っ

照

.

て
山
梨
県
全
体
と
比
較
し
て
み
る
と
、
例
え
ば
昭
和
六
十
年
の
場

合
、

年

w

w

計
問間
五
百
万
円
以
上
層
で
は
、
そ
の
比
率
を
下
回
っ
て
い
る
が
、

基
本
的
に

は
山
梨
県
全
体
に
お
け
る
構
成
比
と
大
差
な
く
、
ほ
ぼ
山
梨
県
と
同
じ
水
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準
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
即
ち
、

鳴
沢
村
の
農
業
は
一
部
の
専
業
農
家
を
除
い
て
兼
業
す
る
こ
と
な
し
に
は
そ
の
再
生
産
が
維
持
で
き

な
い
構
造
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
昭
和
六
十
年
の
場
合
、
農
家
の
兼
業
従
事
者
数
は
男
二
百
五

名、
女
百
四
十
八
名
の

三
百
九
十
八
名
の
う
ち
主
に
恒
常
的
勤
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の
は
男
で
百
五
十
五
名
、
女
で
百
四
名
に
の
ぼ
り
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
相

当
す
る
。
又
、
日
雇
、
臨
時
雇
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
は
七
十
六
名
、
自
営
兼
業
従
事
者
は
六
十
三
名
を
数
え
る
こ
と
に
端
的
に
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
農
業
所
得
を
補
填
す
る
以
上
の
意
味
を
有
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
鳴
沢
村
の
非
農

家
率
が
三
分
の
二
を
超
え
た
こ
と
と

無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

戦
後
の
産
業
経
済
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
富
士
山
及
び
富
士
五
湖
を
核
と
す
る
観
光
開
発
が
あ
る
。
鳴
沢
村
は
湖
水
に
面
し
て
い
な
い

た
め
不
利
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
村
域
の
北
端
に
位
置
す
る
足
和
田
山
の
「
富
士
山
を
指
呼
の
う
ち
に
富
士
五
湖
と
青
木
ヶ
原
樹

海
、
更
に
南
ア
ル
プ
ス
連
山
、

御
坂
連
山
を
一
望
の
う
ち
に
得
ら
れ
る
景
観
」
を
自
然
的
観
光
資
源
と
し
て
観
光
地
と
し
て
の

開
発
が
企

画
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
は
、
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
に
出
さ
れ
た
山
岳
モ
ノ
レ
ー
ル
の
建
設
申
請
で
あ
り
、

そ
の
内
容
は
大
田
和
‒ ‒
上
紅

葉
台
‒
氷
穴
を
結
ぶ
六
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
モ
ノ
レ
ー
ル
に
よ
っ
て
年
間
八
十
万
人
の
観
光
客
を
運
ぼ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
同
時

に
第
6
図
に
示
し
た
よ
う
な
「
鳴
沢
村
観
光
開
発
計
画
図
」
の
青
写
真
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
全
村
公
園
化
構
想
と
も
い
う
べ
き

観
光
計
画
で
あ
る
。
足
和
田
山
モ
ノ
レ
ー
ル
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、

別
荘
開
発
な
ど
は
具
体
的
に
行
わ
れ
た
。

鳴
沢
村
の
耕
地
率
三
パ
ー
セ
ン

ト
、

林
野
林
八
七
パ
ー

.w
w

セ
ン
ト
は
県
内
に
お
い
て
も
最
も
林
野
率
の
高
い
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
お
り
、

依
然
と
し
て
林
業
の
持
つ
意
味
は
大
き
い
。
し
か
し
、
戦
後
社
会
の
変
化
に
伴
っ
て
鳴
沢
村
の
林
業
も
そ
の
性
格
を
変
え
て
い
っ
た
。

こ
の
点
を
林
産
物
の
生
産
量
の
推
移
か
ら
確
か
め
た
い
。
第
4 7
表
で
は
昭
和
四
十
四
年
に
二
万
束
出
荷
し
て
い
た
普
通
ま
き
は
、
翌
年
の

四
万
四
千
束
を
ピ
ー
ク
と
し
て
生
産
量
が
減
り
始
め
、

四
十
七
年
に
は
四
分
の
一
と
な
り
、

更
に
五
十
年
代
半
ば
に
は
ピ
ー
ク
時
の
百
分

の
一
と
な
っ
た
。
普
通
ま
き
ほ
ど
で
は
な
い
が
ほ
ぼ
同
様
の
生
産
量
の
推
移
を
た
ど
る
の
が
木
炭
で
あ
り
、
五
十
年
代
に
入
る
と
大
き
く
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第四章 昭和戦後期の 産業と経済

(第47表) 林産物生産量の推移
昭
4
和
4|45 46 4

1
7
1 昭和54 55 ヶ〃 56 〃/57

普 通 ま き 千H 束 20 44 19 11 0.4 0.4 0.3 0.3
木 炭 トン 100 86 79 107 54.6 45.8 66 65
し
原
いたけ・なめこ

木 ²m 180 100 180 30 250 190 175 160

しいたけ(乾燥) kg 70 175 170 210 1,100 1,500 1,000 800
〃 (なま) 〃 8002,4003,0004,20013,500 7,100 9,000 8,400

な め 11 9703,1005,6007,40010,400 7,000 4,600 4,100
め じ 30 20 20 300 300 300 300

‒‒967‒

生
産
量
を
減
ら
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
急
激
に
生
産
量
を
伸
ば
し
て
い
る
の
が
し
い
た
け
、
な

0

め
こ
等
の
菌
類
で
あ
り
、

し
い
た
け
、
な
め
こ
な
ど
は
昭
和
四
十
四
年
段
階
で
一
ト
ン
未
満
で

C
.

あ
っ
た
も
の
が
、
翌
年
に
は
二
～
三
ト
ン
と
な
り
、
五
四
年
に
は
十
ト
ン
を
超
え
る
生
産
量
を

1
上
げ
る
よ
う
に
な
る
。
即
ち
、
鳴
沢
村
の
林
産
物
で
は
そ
れ
ま
で
の
薪
木
炭
を
中
心
と
す
る
も

00
0

1
0

4
の
か
ら
し
い
た
け
、
な
め
こ
へ
と
転
換
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
昭
和
五
十
五
年
を
境

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

と
し
て
林
産
物
の
生
産
量
に
減
少
傾
向
の
み
ら
れ
る
こ
と
を
見
逃
が
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ

0
1
0

れ
が
即
林
業
の
衰
退
を
意
味
し
な
い
が
、

鳴
沢

村
の
林
業
が
ひ
と
つ
の
転
機
に
立
た
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
で
き
よ
う
。

最
後
に
戦
後
の
工
業
動
向
を
検
討
し
た
い
。
昭
和
三
十
八
年
以
降
の
鳴
沢
村
の
工
場
数
及
び

工
業
出
荷
額
の
推
移
を
示
し
た
第
四
八
表
に
よ
れ
ば
、

昭
和
三
十
八
年
段
階
に
鳴
沢
村
に
は
十

8
8

一
の
工
場
が
存
在
し
た
。
そ
の
業
種
は
昭
和
四
十
二
年
の
工
場
内
訳
か
ら
類
推
し
て
木
材
工
場

8
と
家
具
工
場
で
あ
り
、

昭
和
四
十
二

年
ま
で
の
工
業
出
荷
額
は
ほ
ぼ
二
億
円
前
後
で
大
き
な
動

き
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
四
年
に
な
る
と
工
場
数
に
増
加
が
み
ら
れ
新
し
く
窯

gk
業
、
金
属
製
品
の
工
場
も
加
わ
り
出
荷
額
は
一
挙
に
倍
加
し
た
。
そ
の
後
、
工
場
数
は
増
加
を

U
こ

続
け
昭
和
四
十
四
年
以
降
は
四
十
四
年
が
三
億
八
千
万
円
、

五
十
年
が
五
億
六
千
万
円
、

五
十

五
年
が
十
一
億
三
千
万
円
へ
と
、
ほ
ぼ
五
年
目
毎
に
倍
々
と
な
る
急
増
を
続
け
た
。
特
に
、
昭

1 1
和
六
十
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
鳴
沢
村
の
工
業
の
中
心
で
あ
っ
た
木
材
、
家
具
製
造
工
場
の
数
は

大
き
く
減
少
し
た
が
、
新
た
に
機
械
三
、
電
機
三
の
工
場
が
進
出
し
、
た
め
に
出
荷
額
は
五
十



(第48表) 工場数及出荷額の推移

出 荷 額 工 場 数

(万円) 木材 家具|窯業|金属製]機械|電機 その他品

昭 和 38 19,074 11

〃 40 20,814 11
42 20,828
44 38,274 1 4 1

} 48 54,811 20
〃 50円 56,032 15 2
7 112,794 15 2
60 2,777,160

-968-

五
年
の
二
十
五
倍
の
二

百
七
十
七
億
七
千
万
円
に
は
ね
上
が
り
、
鳴
沢
村
経
済
の
な
か
で

1
u
s
en
of

2
1

飛
躍
的
に
そ
の
地
位
を
上
昇
さ
せ
つ
つ
あ
る
。

3
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
戦
後
の
鳴
沢
村
の
産
業
経
済
の
歩
み
は
、

時
代
の
変
化
に

3
対
応
し
て
、
自
然
的
制
約
を
克
服
し
つ
つ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
気
候
的
、
自
然
的
立
地

積
極
的
に
生
産
活
動
に
生
か
す
取
り
組
み
の
連
続
で
あ
り
、
そ
の
営
為
に
よ
っ
て
そ
れ
ま

us
f

1 1
1

1
2
1

で
の
「
山
村
鳴
沢
」
の
性
格
は
大
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。

品
1

2
(
齋

藤
康

彦
)

2
3
4
3

9
1

6
1

55

144
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